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〜第２４回〜　版画・彫刻趣味のひろば

今月の主な内容
お達磨の桜まつり　　Ｐ2～3
春季消防演習　　　　Ｐ4～5
健康増進計画『健康なかやま２１』を策定　Ｐ6～7
お知らせ版　　　　　Ｐ12～17

八坂神社例大祭（11ページに詳細）

　
今
月
は
岡
地
区
出
身
で
、
現
在
は
栃
木
県
大
田
原

市
に
お
住
ま
い
の
柏
倉
多
右
衛
門
さ
ん
の
作
品
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

　
柏
倉
さ
ん
は
東
京
な
か
や
ま
会
の
会
員
で
、「
ふ

る
さ
と
中
山
町
を
想
い
な
が
ら
、
お
達
磨
の
桜
と
楯

の
大
イ
チ
ョ
ウ
と
い
う
歴
史
の
大
樹
を
拓
版
画
に
し

た
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
こ
の
２
つ
の
拓
版
画
は
縦
８６
㎝
×
横

５８
㎝
の
大
き
さ
で
、
栃
木
県
版
画
大
賞

を
受
賞
し
て
い
ま
す
。
柏
倉
さ
ん
は

「
誰
で
も
美
し
い
季
節
は
満
喫
し
ま
す

が
、
花
も
葉
も
散
れ
ば
関
心
は
薄
ら
い

で
し
ま
い
ま
す
。
あ
の
満
開
の
桜
や
黄

色
い
大
イ
チ
ョ
ウ
の
葉
は
毎
年
季
節
ご

と
に
私
た
ち
の
心
と
体
を
癒
し
て
く
れ

拓版画のほかにも柏倉さんは数多くの木彫作品を手がけています。写真は今年、神
奈川県民ホール「第１３回木彫展」に出展した阿弥陀如来像（右）と不動明王像（左）

楯の大イチョウの拓版画

■配布物
　「人権なんでも相談所」開設チラシ
　楽天イーグルス応援チラシ

町に対するご意見をお寄せください！
ひまわりポスト　役場、中央公民館、保健福祉センターの窓口に設置してあるほか、
　　　　　　　　町ホームページからもメールで送信できます。
ひまわり直行便　平成２４年７月１５日号「広報なかやま」に折りこんだ料金後納ハガキに記載の

うえ、ポストに投函してください。　

　紹介したい趣味をお持ちの方は、総務企画課情報防災グループ（☎６６２－４８９９）までお知らせくださ
い。また、このコーナー以外でも、あなたの趣味で創作、撮影した自慢したい作品を町ホームページ
「あがらっしゃいギャラリー」のコーナーに展示することができます。応募方法など詳しくは町ホー
ムページ⇒「あがらっしゃいギャラリー」（http://www.town.nakayama.yamagata.jp/kouryu.
html）⇒「利用のきまり」をご覧ください。

雄勁にいきる

拓
版
画
と
は
…
彫
っ
た
版
木
全
体
に
和
紙
を
貼
り
、
全
体

を
プ
レ
ス
機
に
か
け
、
凸
部
分
に
だ
け
墨
を
つ
け
た
後
、

和
紙
を
は
が
し
て
完
成
さ
せ
る
手
法
。
通
常
の
バ
レ
ン
刷

り
の
７
〜
８
倍
の
時
間
が
か
か
り
ま
す
が
、
立
体
感
を
出

す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

お達磨の桜の拓版画
凄命のちから

る
す
ば
ら
し
い
町
の
シ
ン
ボ

ル
の
大
樹
な
の
で
す
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
お
達
磨
の
桜
も
楯
の
大
イ

チ
ョ
ウ
も
中
山
町
を
離
れ
た

人
た
ち
の
心
の
シ
ン
ボ
ル
と

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ

の
よ
う
な
歴
史
あ
る
町
の
宝

を
い
つ
ま
で
も
守
り
続
け
て

い
き
た
い
も
の
で
す
ね
。
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町
内
の
桜
風
景

お
達
磨
の
桜
ま
つ
り

４年ぶりに披露された「達磨寺田植踊り」

せせらぎ公園堤防

新町通り

商工会女性部による売店

文新田児童遊園

中山中学校

弁財天

　
山
形
県
天
然
記
念
物
指
定
を
受
け
た
樹
齢
７
５
０
年

の
エ
ド
ヒ
ガ
ン
「
お
達
磨
の
桜
」
を
中
心
と
し
た
お
達

磨
の
桜
公
園
で
、
４
月
１５
日
か
ら
５
月
６
日
ま
で
、
桜

ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
中
山
町
観
光
協
会
が
主
催
す
る
こ
の
桜
ま
つ
り
は
、

町
内
外
か
ら
の
観
光
客
を
呼
び
込
む
た
め
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
お
達
磨
の
桜
や
開
花
状
況
を
毎
日
紹
介
し

た
ほ
か
、
公
園
ま
で
の
誘
導
看
板
を
設
置
。
訪
れ
た
人

に
は
商
工
会
女
性
部
に
よ
る
団
子
、
玉
こ
ん
に
ゃ
く
、

飲
み
物
な
ど
の
販
売
や
今
年
か
ら
公
園
内
の
ガ
イ
ド

マ
ッ
プ
を
配
布
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
期
間
中
は
お
達
磨
の
桜
公
園
管
理
組
合
に

よ
る
桜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、
４
年
ぶ
り
と
な
る
達
磨
寺

田
植
踊
り
の
披
露
や
戸
山
流
山
形
支
部
木
口
道
場
の
皆

さ
ん
に
よ
る
真
剣
斬
り
演
武
の
披
露
な
ど
、
様
々
な
イ

ベ
ン
ト
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
年
は
４
月
に

入
っ
て
か
ら
も
気

温
が
上
が
ら
ず
例

年
よ
り
も
遅
い
開

花
と
な
り
ま
し
た

が
、
開
花
が
ゴ
ー

ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク

ま
で
続
い
た
お
か

げ
で
、
休
日
に
は

多
く
の
花
見
客
が

訪
れ
、
歴
史
あ
る

美
し
い
大
樹
の
桜

を
心
ゆ
く
ま
で
楽

し
ん
で
い
ま
し
た
。

町民グラウンド南側

豊田小学校前の桜は今年も「グループ６６２」の皆さんによる桜のライトアッ
プや出店が出され、通り沿いは夜までにぎわいを見せていました。

戸山流山形支部木口道場の皆さんによる日本
刀の居合い斬りが披露されました（写真は同
道場所属の須貝茂信さん＝達磨寺）。
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今
年
は
雪
が
降
り
し
き
る
な
か
開
催

今
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は
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開
催
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催
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催

今
年
は
雪
が
降
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し
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る
な
か
開
催

今
年
は
雪
が
降
り
し
き
る
な
か
開
催

今
年
は
雪
が
降
り
し
き
る
な
か
開
催

春
季
消
防
演
習

平
成
２４
年 

消
防
関
係
表
彰
受
章
者

　
４
月
２１
日
、
町
消
防
団
の
春
季
消
防
演
習
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
は
こ
の
時
期
に
は
珍
し
く
朝
か
ら
大
雪
に
見
舞

わ
れ
た
た
め
、
主
会
場
を
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
か
ら
屋
内
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
場
「
す
ぱ
ー
く
中
山
」
に
移
し
て
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
演
習
は
あ
ら
ゆ
る
災
害
に
備
え
て
町
民
を
守
る
た

め
、
消
防
団
の
統
制
あ
る
部
隊
行
動
や
団
員
の
士
気
を
向
上

さ
せ
る
た
め
に
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
消
防
団
員
３
３
１
名
、
本
部
車
１
台
、
ポ
ン
プ
車
３
台
、

積
載
車
９
台
が
参
加
。
団
員
た
ち
は
秋
葉
団
長
の
指
揮
の
も

と
、
日
ご
ろ
の
訓
練
の
成
果
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
演
習
は
中
央
公
民
館
前
通
り
や
「
す
ぱ
ー
く
中
山
」
付
近

で
の
放
水
訓
練
か
ら
始
ま
り
、
分
列
行
進
を
行
っ
た
後
、
場

所
を
「
す
ぱ
ー
く
中
山
」
内
に
移
し
、
人
員
、
姿
勢
、
服
装

の
点
検
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
き
び
き
び
と
し
た
動
作
か
ら

は
、「
自
分
た
ち
が
町
民
の
暮
ら
し
を
守
る
」
と
い
う
意
気
込

み
が
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
行
わ
れ
た
式
典
の
部
で
は
、
消
防
活
動
に
功
労
の

あ
っ
た
方
々
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
（
各
表
彰
者
は
次
ペ
ー
ジ
参

照
）。

　
中
山
町
は
平
成
２３
年
１２
月
か
ら
消
防
事
務
を
山
形
市
へ
委
託

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
高
度
な
消
火
・
救
助
活
動
に
対
応

し
、
町
の
安
全
・
安
心
が
よ
り
高
ま
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で

と
変
わ
ら
ず
、
災
害
現
場
で
は
団
員
た
ち
の
活
動
が
私
た
ち
の

命
や
財
産
を
守
る
う
え
で
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　
火
災
を
予
防
す
る
た
め
に
は
消
防
団
や
関
係
機
関
だ
け
で
な

く
、
一
人
ひ
と
り
が
防
災
意
識
を
持
つ
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切

で
す
。
県
内
で
は
死
者
を
伴
う
住
宅
火
災
が
相
つ
い
で
い
ま

す
。
皆
さ
ん
も
火
の
取
扱
い
に
は
十
分
気
を
つ
け
、
火
災
の
発

生
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

１　

消
防
庁
長
官
報
償
・
表
彰

退
団
者

元
分
団
長�

森
谷
輝
文

元
副
分
団
長�

丹
野
清
一

元
部
長�

内
藤
和
明

元
班
長�

多
田
真
一

元
班
長�

佐
藤
辰
也

元
班
長�

柴
崎
純
一

元
班
長�

森
谷
泰
俊

元
団
員�

齊
藤　
斉

元
団
員�

佐
東
勝
裕

元
団
員�

多
田
利
弘

元
団
員�

小
松
拓
也

２　

山
形
県
知
事
表
彰

⑴
特
別
功
労
章　
分
団
長�

富
田
清
隆

⑵
功
労
章

第
４
分
団
長�

井
上
健
一

第
２
分
団
副
分
団
長�

渡
辺　
明

第
５
分
団
第
１
部
長�

鈴
木　
勲

第
３
分
団
第
２
部
長�

秋
葉
広
志

第
１
分
団
第
２
部
班
長�

石
川
智
晴

⑶
功
績
章

第
２
分
団
第
１
部
長�

多
田
正
人

第
３
分
団
第
３
部
班
長�

石
川
敏
和

第
４
分
団
第
１
部
班
長�

渡
辺
洋
平

第
４
分
団
第
２
部
班
長�

工
藤　
健

第
５
分
団
第
２
部
団
員�

鈴
木
秀
之

⑷
精
練
章

第
４
分
団
第
１
部
長�

渡
辺　
聡

第
１
分
団
第
２
部
団
員�

長
岡
泰
喜

第
２
分
団
第
２
部
団
員�

鈴
木
勝
則

第
５
分
団
第
１
部
団
員�

西
塔　
忍

⑸
退
団
者
感
謝
状

元
分
団
長�

森
谷
輝
文

元
副
分
団
長�

丹
野
清
一

元
班
長�

内
藤
和
明

元
班
長�

佐
藤
辰
也

元
班
長�

柴
崎
純
一

元
団
員�

齊
藤　
斉

３　

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

⑴
功
績
章　
分
団
長�

工
藤
長
信

⑵
精
績
章　
分
団
長�

富
田
清
隆

４　

山
形
県
消
防
協
会
長
表
彰

⑴
優
良
章

　
女
性
消
防
隊
団
員�

志
田
千
賀
子

ラ
ッ
パ
隊
団
員�

横
尾
真
琴

第
２
分
団
第
２
部
班
長�

佐
藤
貢
一

第
３
分
団
第
３
部
班
長�

服
部
誠
一

第
４
分
団
第
３
部
班
長�

穂
積
健
志

第
５
分
団
第
１
部
班
長�

今
野
大
貴

第
１
分
団
第
２
部
団
員�

野
口
直
樹

⑵
永
年
勤
続
章

①
３０
年　
副
団
長�

西
塔
敏
尚

②
２０
年　
ラ
ッ
パ
隊
部
長�

奥
山
暢
之

第
１
分
団
長�

今
野
清
俊

第
１
分
団
第
２
部
団
員�

佐
竹
元
晴

第
５
分
団
第
１
部
団
員�

野
口
秀
雄

③
１５
年　
分
団
長�

富
田
清
隆

第
５
分
団
副
分
団
長�

鈴
木
俊
昭

第
２
分
団
第
１
部
長�

多
田
正
人

第
５
分
団
第
１
部
長�

鈴
木　
勲

第
３
分
団
第
３
部
班
長�

服
部
誠
一

第
３
分
団
第
３
部
班
長�

石
川
敏
和

第
５
分
団
第
１
部
班
長�

伊
藤
一
憲

第
１
分
団
第
２
部
団
員�

多
田
直
晶

第
１
分
団
第
２
部
団
員�

石
田　
雄

第
２
分
団
第
２
部
団
員�

東
海
林
宏
則

第
３
分
団
第
２
部
団
員�

秋
葉
章
久

第
３
分
団
第
３
部
団
員�

横
山
和
晴

第
３
分
団
第
３
部
団
員�

石
川
智
広

第
４
分
団
第
３
部
団
員�

渡
辺
陽
介

５　

山
形
県
消
防
協
会

　
　

東
南
村
山
支
部
長
表
彰

⑴
優
良
消
防
分
団
（
竿
頭
綬
）

　
第
２
分
団

⑵
優
良
消
防
部
（
銀
条
章
）

　
第
３
分
団
第
３
部

⑶
優
良
消
防
団
員

女
性
消
防
隊
団
員�

志
田
千
賀
子

第
１
分
団
第
２
部
班
長�

目
黒
裕
介

第
５
分
団
第
１
部
班
長�

今
野
大
貴

第
２
分
団
第
２
部
団
員�

山
本
寛
行

第
３
分
団
第
１
部
団
員�

石
沢　
遼

第
３
分
団
第
２
部
団
員�

秋
葉　
寛

第
５
分
団
第
２
部
団
員�

鈴
木
秀
之

⑷
退
団
者
感
謝
状

元
分
団
長�

森
谷
輝
文

元
副
分
団
長�

丹
野
清
一

元
部
長�

内
藤
和
明

元
班
長�

佐
藤
辰
也

元
班
長�

柴
崎
純
一

元
団
員�

齊
藤　
斉

６　

中
山
町
長
表
彰

⑴
優
良
消
防
団
員

女
性
消
防
隊
団
員�

小
林
美
紀

第
１
分
団
第
２
部
団
員�

東
海
林
宰

第
２
分
団
第
１
部
団
員�

渡
辺
政
智

第
２
分
団
第
２
部
団
員�

秋
葉
一
樹

第
３
分
団
第
１
部
団
員�

白
田
貴
之

第
３
分
団
第
２
部
団
員�

秋
葉
勝
義

第
３
分
団
第
３
部
団
員�

秋
葉　
悠

第
４
分
団
第
２
部
団
員�

石
川
雄
一

第
５
分
団
第
２
部
団
員�

猪
股
祐
介

第
５
分
団
第
２
部
団
員�

鈴
木
康
成

⑵
勤
続
章
（
５
年
）

ラ
ッ
パ
隊
団
員�

石
井
有
佳

ラ
ッ
パ
隊
団
員�

中
村　
彩

第
２
分
団
第
２
部
班
長�

石
川
博
文

第
４
分
団
第
２
部
班
長�

石
川
宜
則

第
１
分
団
第
２
部
団
員�

長
岡
正
樹

第
１
分
団
第
２
部
団
員�
冨
樫
宜
信

第
２
分
団
第
１
部
団
員�
五
十
嵐
和
敏

第
２
分
団
第
１
部
団
員�

細
谷
高
典

第
２
分
団
第
１
部
団
員�

東
海
林
弘
朗

第
２
分
団
第
１
部
団
員�

齊
藤
泰
史

第
２
分
団
第
２
部
団
員�

小
関
淳
一

第
２
分
団
第
２
部
団
員�

髙
橋
尚
史

第
２
分
団
第
２
部
団
員�

縄
野
孝
寛

第
３
分
団
第
１
部
団
員�

白
田
貴
之

第
３
分
団
第
３
部
団
員�

石
川
雄
大

第
３
分
団
第
３
部
団
員�

石
川　
誠

第
４
分
団
第
１
部
団
員�

佐
藤
雅
規

第
４
分
団
第
１
部
団
員�

武
田
貴
紀

第
４
分
団
第
１
部
団
員�

東
海
林
誠

第
４
分
団
第
１
部
団
員�

小
松
文
太
郎

第
４
分
団
第
２
部
団
員�

工
藤
裕
司

第
５
分
団
第
１
部
団
員�

西
塔
弘
昌

第
５
分
団
第
１
部
団
員�

鎌
田
紘
和

第
５
分
団
第
２
部
団
員�

鈴
木
直
也

第
５
分
団
第
２
部
団
員�

鈴
木
悠
太

⑶
家
族
功
労
者

第
４
分
団
長
ご
家
族�

井
上
由
香

第
１
分
団
副
分
団
長
ご
家
族

�

鈴
木
文
子

第
２
分
団
第
２
部
長
ご
家
族

�

村
山
美
春

第
３
分
団
第
２
部
長
ご
家
族

�

横
山
良
子

第
４
分
団
第
２
部
長
ご
家
族

�

柏
倉
千
春

⑷
退
団
者
感
謝
状

元
分
団
長�

森
谷
輝
文

元
副
分
団
長�

丹
野
清
一

元
部
長�

内
藤
和
明

７　

消
防
団
長
表
彰

　
優
良
消
防
分
団・部�

第
４
分
団
第
２
部

�

第
５
分
団
第
１
部
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20～39歳

2.6％

1.7％

95.7％

8.3％
7.1％

84.6％

10.2％
23.6％

66.2％

2.6％

1.7％

95.7％

8.3％
7.1％

84.6％

10.2％
23.6％

66.2％

要受診
要指導
異常なし

40～69歳 70歳以上

17年

18.18

9.76

3.58 3.65 3.16 2.82

2.58 2.61
2.01

6.67
4.65

13.10

12.16

3.03

18年 19年 20年 21年 22年 23年0

5

10

15
中山町
県平均

（％）
20

50.85

41.46
38.56

35.65 33.74

31.72 29.76 29.10

55.79
52.00 52.22 53.90

44.44 43.16

17年 18年 19年 20年 21年 22年 23年20

30

40

50

中山町
県平均

（％）
60

健
康
増
進
計
画『
健
康
な
か
や
ま
２１
』（
第
２
次
）を
策
定
し
ま
し
た

中
山
町
で
は
平
成
２３
年
度
、
町
民

１
，３
２
９
人
に
健
康
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
結

果
を
基
に
中
山
町
健
康
増
進
計
画

「
健
康
な
か
や
ま
２１
」（
第
２
次
）
を

策
定
し
ま
し
た
。

　
平
成
１５
年
３
月
に
初
め
て
策
定

さ
れ
た
健
康
増
進
計
画
「
健
康
な

か
や
ま
２１
」（
平
成
１５
年
度
～
平

成
２４
年
度
）
は
、
健
や
か
で
豊
か

に
生
活
で
き
活
力
あ
る
町
づ
く
り

を
目
指
し
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

　
健
康
増
進
計
画
に
お
い
て
、
病

気
の
発
症
予
防
（
一
次
予
防
）
や

壮
年
期
死
亡
の
減
少
、
健
康
寿
命

の
延
伸
、
生
活
の
質
の
向
上
を
重

視
し
た
対
策
に
取
り
組
ん
で
き
た

結
果
、
が
ん
検
診
受
診
率
の
向

上
、
３
歳
児
の
む
し
歯
の
な
い
子

の
増
加
な
ど
４
割
の
目
標
項
目
で

改
善
が
み
ら
れ
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
高
齢
化
の
進

展
に
伴
い
、
が
ん
や
循
環
器
疾
患

な
ど
の
生
活
習
慣
病
が
増
加
し
て

お
り
、
医
療
や
介
護
に
か
か
る
負

担
が
一
層
増
え
る
こ
と
が
予
想
さ

れ
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
て
、

今
回
新
た
に
策
定
し
た
本
計
画

●�

一
次
予
防
の
重
視
…
病
気
の

発
症
予
防

●�

住
民
主
体
、
住
民
参
加
の
健

康
づ
く
り
…
自
ら
楽
し
く
健

康
づ
く
り
に
取
り
組
む

●�

健
康
寿
命
の
伸
展
…
生
涯
元

気
で
過
ご
し
、
寝
た
き
り
に

な
ら
な
い

平
成
２５
年
度

　計
画
ス
タ
ー
ト

平
成
２９
年
度

　計
画
中
間
評
価

平
成
３５
年
度

　目
標
年
度

「
健
康
な
か
や
ま
２１
」の

基
本
方
針

計
画
期
間

●小学生男女、中学生男子及び４０～６０歳代男性の肥満者が増加しています

●牛乳・乳製品、大豆・大豆製品を毎日食べる人が減少しています

●男性は４０～５０歳代、女性は３０～４０歳代で運動習慣のある人が少ないです

●乳幼児の母親で喫煙経験がある人が増えています

●がん検診精密検査受診率が低いです

●ストレスや悩みを抱えている人が多くなっています

●特定健診の結果、４０歳代から糖尿病が強く疑われる人が増え、年齢が高くなるほど

割合が高くなっています

　２０～39歳の２．６％、
４０～６9歳の８．3％、７０
歳以上の１０．２％が要受
診と判定されています

　１歳６か月児健診、３歳児健診どちらもむし歯有病率は県平均を上回っています

１．健康意識を高める
　自分の健康は自分で守るという自覚を持ちましょう

２．望ましい生活習慣の定着
　栄養・食生活：適切な量と質の食事を薄味で食べる習慣を身につけ、
　　　　　　　　適正体重を維持していきましょう
　身体活動・運動：毎日の生活に運動習慣を取り入れ、楽しみながら健康づくりをしましょう
　休養：無理せず体を休ませましょう
　喫煙：未成年のうちからタバコの害について知り、喫煙しないようにしましょう
　飲酒：適正飲酒を守り、週１回は休肝日をもうけましょう
　歯・口腔の健康：年１回以上の歯科検診で大切な歯を守りましょう

３．疾病の早期発見・早期治療
　毎年健診（検診）を受診しましょう　　精密検査が必要な時は必ず受診しましょう

４．主要な生活習慣病の発症予防と重症化・合併症の予防
　健診（検診）結果説明会や特定保健指導等には積極的に参加しましょう

５．介護予防
　介護予防事業に参加し、ロコモティブシンドローム（運動器症候群）を予防しましょう
　（※ロコモティブシンドロームは骨や関節、筋肉、神経といった身体を動かす器官「運動器」
　 の障害のために、要介護になる危険が高い状態をいいます）

６．こころの健康
　悩みはだれかに相談しましょう

健康寿命の伸展を目指すために、
みんなで健康づくりに取り組みましょう

中山町の健康課題

血糖検査 平成２３年度

乳幼児の歯の現状

１歳６か月児　むし歯有病率 ３歳児　むし歯有病率

血糖検査

は
、
６
つ
の

項
目
に
わ

た
っ
て
目
標

を
設
定
し
、

進
め
て
い
き

ま
す
。

●乳幼児のむし歯有病率が減少傾向にありますが、県平均と比べるとむし歯有病率が
高い状況です

重点取り組み
●�糖尿病予防対策　　食生活の改善、運動習慣の定着

●歯・口腔の健康　　�乳幼児のむし歯予防、成人の歯周病予防
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文
政
７
年
（
１
８
２
４
）
８
月

１３
日
夜
か
ら
大
雨
と
な
り
、
８
月

１４
日
か
ら
１５
日
に
か
け
て
は
大
風

雨
と
な
り
ま
し
た
。
記
録
に
よ
る

と
、
馬
見
ヶ
崎
川
の
小
白
川
天
神

裏
の
石
堤
が
破
れ
た
こ
と
に
よ

り
、
濁
流
は
旅
篭
町
、
六
日
町
、

四
日
町
、
銅
屋
町
、
下
条
町
へ
と

流
れ
、
町
中
が
川
の
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
ま
た
、
濁
流
は
、
中

野
村
船
町
へ
流
れ
て
須
川
に
流
れ

込
む
と
と
も
に
、
船
町
上
の
車
淵

が
増
水
の
た
め
に
破
れ
、
濁
流
が

達
磨
寺
村
か
ら
長
崎
村
へ
と
北
に

流
れ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
立
道

周
辺
の
耕
地
に
は
砂
泥
や
流
木
が

溜
ま
っ
て
通
行
で
き
な
く
な
る
一

方
、
長
崎
村
で
も
床
上
ま
で
浸
水

し
た
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た（「
渡

辺
吉
兵
衛
日
記
」）。

　
こ
の
と
き
の
達
磨
寺
村
の
様
子

を
「
斎
藤
栄
庵
家
文
書
」
に
よ
っ

て
見
る
と
、
８
月
１３
日
夜
か
ら
の

大
風
雨
で
須
川
筋
で
は
車
淵
・
宮

代
・
達
磨
淵
・
立
谷
川
口
が
押
し

破
ら
れ
、
８
月
１５
日
の
午
後
２
時

頃
に
は
濁
流
が
耕
地
や
村
の
中
へ

流
れ
て
き
ま
し
た
が
、
水
深
が
５

尺
余
（
約
１
・
５
ｍ
）
に
も
な
っ

た
た
め
、
人
々
は
住
家
の
梁
の
上

第74話　文政７年の洪水　その１

に
床
を
引
き
上
げ
て
避
難
し
ま
し

た
。

　
洪
水
に
よ
る
浸
水
を
免
れ
た
の

は
５
軒
だ
け
で
、
そ
の
他
の
住
宅

は
水
に
浸
か
り
、
住
宅
１
軒
と
小

屋
１
軒
が
潰
れ
、
家
財
道
具
や
食

糧
な
ど
も
た
く
さ
ん
押
し
流
さ
れ

ま
し
た
。

　
こ
の
洪
水
は
、
前
代
未
聞
の
大

洪
水
で
、
８
月
１５
日
の
午
後
２
時

頃
か
ら
８
月
１６
日
の
午
後
１
時
頃

ま
で
丸
一
日
以
上
湛
水
し
、
身
寄

り
の
人
た
ち
が
長
崎
や
小
塩
か
ら

舟
で
来
て
、
戸
口
に
舟
を
着
け
て

見
舞
い
ま
し
た
が
、
家
の
中
に
砂

泥
が
入
り
込
み
、
火
を
焚
く
こ
と

も
で
き
ず
、
泥
を
片
付
け
て
お
く

と
こ
ろ
も
な
い
と
い
う
有
様
で
し

た
。

　

人
々
は
、
小
高
い
場
所
に
集

ま
っ
て
玄
米
で
粥か
ゆ
を
煮
て
食
べ
る

な
ど
村
人
の
難
儀
は
大
変
な
も
の

だ
っ
た
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
参
考　
中
山
町
史　
中
巻

　
第
９
章
第
１
節　
風
水
害
と
対

策

●
山
形
市
在
住
の
高
垣
政
次
さ
ん
よ
り

「
お
達
磨
の
桜
」
の
油
絵
を
寄
附
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
絵
画
の
大
き

さ
は
Ｆ
８０
号
（
横
１
４
５
㎝
×
縦
１
１

２㎝
）
で
第
３２
回
新
芸
術
展
の
現
代
文

化
協
会
賞
を
受
賞
し
て
い
ま
す
。「
文

化・
芸
術
は
心
の
財
産
。
次
世
代
を
担

う
多
く
の
子
ど
も
た
ち
の
琴
線
に
触

山
形
市
在
住
の
高
垣
政
次
さ
ん
よ
り

寄
附
あ
り
が
と
う

れ
、
情
操

の
一
助
に

な
れ
ば
」

と
の
高
垣

さ
ん
の
意

向
か
ら
、

中
山
中
学

校
内
に
展

示
さ
れ
る

予
定
で
す
。

●
長
崎
小
学
校
を
平
成
２１
年
度
に
退
職
さ

れ
た
教
職
員
の
阿
部
啓
子
さ
ん
、
川
崎

朋
子
さ
ん
、
平
成
２２
年
度
に
退
職
さ
れ

た
芦
野
芳
子
さ
ん
よ
り
児
童
用
図
書
７

万
円
相
当
額
を
長
崎
小
学
校
へ
寄
附
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

●
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ほ
ぐ

わ
ぁ
ー
つ
」
よ
り
、
児
童
用
図
書
７
０

０
０
円
相
当
額
を
長
崎
小
学
校
へ
寄
附

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

油絵「お達磨の桜」

　４月２０日、第１回区長懇談会が中央公民館
で行われました。
　懇談会前には町内６５地区の全区長で組織す
る区長連絡協議会の総会が行われ、佐東重幸
会長（土橋５区長）をはじめとする役員が選
出され、今年度の運営体制が整いました。ま
た、町内のほぼ全世帯が加入する町災害互助
会の平成２４年度の決算が承認されました。
　懇談会には区長のほか、町長、教育長、各
課長等が出席し、今年度の町の予算と主な施
策について説明。円滑に町政を運営するた
め、区長の皆さんへ協力をお願いしました。
　住みよい町づくりや、それぞれの地区での
課題の解決には区長だけでなく、住民の皆さ
んの協力も不可欠です。地域の課題に関心を
持ち、地区の活動・運営等に対して、区長へ
のご協力をお願いします。

　
４
月
２６
日
、
第
１
回
広
報
委
員
会
が
開
催

さ
れ
、
議
会
、
教
育
関
係
、
商
工
業
、
農
業

な
ど
の
各
種
団
体
や
公
募
に
よ
っ
て
選
ば
れ

た
新
委
員
に
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
、
今
年
度

の
町
の
広
報
方
針
に
つ
い
て
話
し
合
わ
れ
ま

し
た
。

①
広
報
な
か
や
ま　
毎
月
１５
日
発
行
。
町

内
の
出
来
事
や
人
物
、
行
政
情
報
を
写
真
、

資
料
、
イ
ラ
ス
ト
を
交
え
、
よ
り
わ
か
り
や

す
く
、
親
し
ま
れ
る
広
報
紙
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

②
お
知
ら
せ
版　
毎
月
１
日
・
１５
日
発
行
。
災
害
時
な
ど
の
緊
急
時

に
は
臨
時
号
を
発
行
し
ま
す
。
４
月
か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
紙
質
を

よ
く
し
、
２
色
刷
り
と
し
ま
し
た
。
１５
日
号
は
広
報
な
か
や
ま
と
合
わ

せ
て
一
冊
で
発
行
し
て
い
き
ま
す
。
わ
か
り
や
す
い
文
章
、
読
み
や
す

い
レ
イ
ア
ウ
ト
等
に
よ
り
、
最
後
ま
で
読
ん
で
も
ら
え
る
紙
面
作
り
を

心
が
け
て
い
き
ま
す
。

③
町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ　
原
則
毎
月
１
日
・
１５
日
更
新
。
緊
急

時
に
は
そ
の
都
度
更
新
し
、
町
内
外
へ
最
新
の
情
報
を
発
信
し
ま
す
。

パ
ソ
コ
ン
の
苦
手
な
方
で
も
見
た
い
情
報
へ
す
ぐ
に
た
ど
り
着
け
る
よ

う
な
、
わ
か
り
や
す
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

④
広
報
車
等
に
よ
る
町
内
巡
回
広
報　
災
害
時
な
ど
、
緊
急
に
広

報
す
る
必
要
が
あ
る
場
合
に
行
い
ま
す
。
車
の
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
し
、

ア
ナ
ウ
ン
ス
が
よ
く
聞
こ
え
る
よ
う
に
巡
回
す
る
よ
う
心
が
け
ま
す
。

⑤
マ
ス
コ
ミ
に
よ
る
広
報　
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ
オ
・
新
聞
社
等
へ
イ
ベ

ン
ト
等
の
情
報
提
供
を
行
い
、
町
内
外
に
情
報
を
発
信
し
、
町
の
Ｐ
Ｒ

に
つ
と
め
て
い
き
ま
す
。

お
詫
び
と
訂
正

　
前
号
（
４
月
１５
日
号
）
１３
ペ
ー
ジ
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
基
金
表
彰
の
記
事
に
お

い
て
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル　
今
野
君
の
名
前
は
正
し
く
は
「
雄
貴
」
君
で
し

た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。

　当町担当の行政相談委員として
４月１日付けで総務大臣から黒沼
裕一さん（桜町）が委嘱されまし
た。
　行政相談委員は行政機関、独立
行政法人、特殊法人の業務など、
いわゆる役所の業務に対する苦情、要望、意見等
の相談を住民の皆様から受け付け、相手機関との
間に立って、それぞれの機関の自主的な改善が促
されるよう働きかける仕事をしています。
　困ったことがありましたら、電話や口頭で、気
軽にご相談ください。
※黒沼裕一さん　中山町あおば２３番地５
　☎６６２－４８２８
※その他、行政相談に関するお問い合わせ先
　総務省山形行政評価事務所
　☎６３２－３１１３

町と皆さんの橋渡し役
区長さんにぜひご協力ください！！

第１回区長懇談会を開催

困ったら 一人で悩まず 行政相談
総務省の行政相談委員に黒沼裕一さん

広
報
委
員
会

　前任の行政相談員、村山欽
一さん（上町）が平成１１年４
月１日から平成２５年３月３１日
までの１４年間行政相談委員を
務められ、総務大臣から感謝
状が贈られました。長年大変
おつかれ様でした。

町
の
広
報
方
針
を
決
定

25.5.15 8
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皆さんの身近な情報や写真を
お寄せください

総務企画課情報防災グループまで
電話662−4899

まちのホットなニュースをお届けします！

TOPICSTOPICSTOPICSひまわり広場

広

　告

まちの人口（４月末現在）

人　口　12,059人（前月比ー22人）

　　　　　　（男5,873人、女6,186人）

世帯数　3,599世帯（前月比＋５世帯）

　　　人の動き　出生１人　転入31人

　　　（４月届出分）　死亡９人　転出45人

戸籍の窓口 ４　月
届出分

町内保育園・学校で入学式
　４月初旬は町内の小中学校や保育
園で入学式や入園式が行われました。
　長崎小学校は３クラス７１名、豊田
小学校は１クラス１６名のピカピカの
新１年生が入学。中山中学校では新
しい制服に身を包みながら、３クラ
ス１００名の新入生が入学しました。
また、なかやま保育園の入園式では
４９名が入園しました。
　新入生・新入園児たちは新しい環
境に緊張しながらも、これから始ま
る新生活に、期待に胸をふくらませ
ていました。

子ども園の春休みイベント
昔かたり

　４月４日、子ども園の春休みイベントとして、昔
かたり会の皆さんによる昔かたりが披露されまし
た。「とんと昔」「一休さんの虎退治」「だいこん・
ごぼう・にんじん」「次郎物語」「つんぶくだるま」
「ねずみ、にわとり、ねこ、いたち、森の動物たち」
といった子ども向けの物語をユーモアたっぷりに語
ると、集まった春休み中の小学生たちは笑いながら
話に聞き入っていました。

　４月１４日、春らしい穏やかな陽気の中、柳町地区
の八坂神社で例大祭が行われました。
　文明４年（１４７２）、時の長崎城主が当時の飢饉や
疫病などの天災を憂い、京都祇園の八坂神社から分
霊を迎え、鬼門にあたる現在地に社寺を構えたこと
が始まりとされ、毎年４月１５日に近い日曜日に例大
祭が開催されています。
　祭りが始まると、神社内ではおごそかに拝殿への
神事が行われ、巫

み
女
こ
舞が披露されました。

入学おめでとう!!

八坂神社例大祭無病息災を願って

フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
プ
ラ
ン
ナ
ー

（
Ｆ
Ｐ
）に
よ
る
セ
ミ
ナ
ー
と
相
談
会

《
参
加
無
料
》

と
　き　
５
月
２５
日（
土
）

と
こ
ろ　
山
形
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
（
霞
城
セ
ン
ト
ラ
ル
３
階
）

●
セ
ミ
ナ
ー　
午
後
１
時
〜
２
時
半

　
テ
ー
マ
・「
１０
年
後
を
描
こ
う
〜

�

ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
の
考
え
方
」

　
　
　
　
ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

　
　
　
　
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
当
日

　
　
　
　
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
（
定
員
４０
名
）

●
無
料
相
談
会　
午
後
３
時
〜
５
時

　
内　
容
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
日
本
Ｆ
Ｐ
協
会

山
形
支
部
所
属
の
Ｆ
Ｐ
が
、

将
来
に
向
け
て
の
上
手
な
貯

蓄
の
仕
方
、
住
宅
ロ
ー
ン
、

保
険
の
内
容
、
資
産
運
用
な

ど
、お
金
に
ま
つ
わ
る
悩
み
、

ご
質
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

（
１
組
５０
分
間
）

　
定　
員
・
先
着
１０
組

　
締
切
り
・
５
月
２０
日（
月
）

　
申
込
・
日
本
Ｆ
Ｐ
協
会
東
北
ブ
ロ
ッ
ク

　
　
　
　
　

０
１
２
０（
８
７
４
）２
５
１

　
受
付
・
平
日
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時
半

豊田小学校 長崎小学校

なかやま保育園 中山中学校

　また、境内に屋台が立ち始め
ると、地元の人を中心にたくさ
んの人で賑わい、「お神楽」が
見物している人の頭に大きな口
でかみつき、無病息災、家内安

全となるように厄払いを
していました。
　祭りの後半には、元気
なかけ声とともにおみこ
しや神社周辺地区の子ど
も育成会の皆さんが地区
内を練り歩きました。
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お
知
ら
せ
版

№1185

夏
の
省
エ
ネ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

実
施
中
で
す
！

※
お
問
い
合
わ
せ
先

総
務
企
画
課
庶
務
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
６
６
２

−

２
１
１
１

　
地
球
温
暖
化
防
止
お
よ
び
夏
場
の
節
電
対

策
と
し
て
、
９
月
３０
日
ま
で
の
期
間
「
夏
の

省
エ
ネ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
中
で
す
。

　

役
場
や
中
央
公
民
館
、
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
等
で
不
必
要
な
電
灯
を
消
灯
し
て
い
る

ほ
か
、
夏
場
は
町
関
係
施
設
の
事
務
室
・
会

議
室
の
室
温
を
28
℃
前
後
に
し
、
冷
房
に
頼

り
す
ぎ
な
い
よ
う
、
職
員
も
ノ
ー
ネ
ク
タ
イ

や
ポ
ロ
シ
ャ
ツ
な
ど
、
暑
さ
を
し
の
ぎ
や
す

い
服
装
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
を
お

願
い
し
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
も
、
役
場
や
町
関
係
施
設

に
は
軽
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●

●

●

町
か
ら
の
お
知
ら
せ
●
●
●

計
量
器
（
は
か
り
）
の
定
期

検
査
の
お
知
ら
せ

※
お
問
い
合
わ
せ
先

産
業
振
興
課
産
業
振
興
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
６
６
２

−

２
１
１
４

　
取
引・証
明
に
使
用
す
る
「
は
か
り
」
は
、

計
量
法
に
よ
っ
て
２
年
に
１
回
の
定
期
検
査

を
受
け
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
検
査
を
受
け
な
い
と
、
取
引
・
証
明

に
「
は
か
り
」
を
使
用
で
き
ま
せ
ん
（
例
え

ば
、
農
家
の
方
が
重
さ
を
表
示
し
て
直
売
所

等
に
納
品
す
る
場
合
は
、
検
査
の
対
象
と
な

り
ま
す
）。

　
事
前
調
査
お
よ
び
集
合
検
査
を
次
の
通
り

行
い
ま
す
。

【
事
前
調
査
】

●
期
間　
５
月
９
日
（
木
）
～
22
日
（
水
）

●
内
容　
計
量
器
の
種
類
・
台
数
等
を
把
握

す
る
た
め
に
事
業
所
に
伺
う
ほ
か
、
文
書

や
電
話
等
に
よ
る
事
前
調
査
を
行
い
ま
す
。

　
昨
年
度
各
地
区
の
区
長
を
通
じ
て
空
き
家

調
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
１
５
８
件
の
空

き
家
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　
こ
の
度
、
町
が
委
託
し
た
調
査
員
が
そ
れ

ら
の
空
き
家
に
つ
い
て
敷
地
外
か
ら
目
視
で

老
朽
度
を
調
査
し
、
写
真
撮
影
を
行
い
ま

す
。
調
査
結
果
は
、
今
後
の
空
き
家
対
策
に

活
用
し
て
い
き
ま
す
の
で
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
対
象　
町
内
の
空
き
家

●
期
間　
５
月
2０
日（
月
）～
1０
月
３1
日（
木
）

●
調
査
員　
町
か
ら
委
託
を
受
け
た
業
者
が

行
い
ま
す
。
な
お
、
調
査
の
際
は
町
発
行

の
身
分
証
明
証
を
携
帯
し
、
腕
章
を
着
用

し
て
い
ま
す
。

●
委
託
業
者　
㈱
金
沢
総
合
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ツ
（
☎
６
４
３

−

４
５
５
０
）

空
き
家
調
査
を
実
施
し
ま
す

※
お
問
い
合
わ
せ
先

総
務
企
画
課
企
画
財
政
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
６
６
２

−

４
２
７
１

【
集
合
検
査
】

●
日
時　
６
月
４
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
３０
分
～
午
後
３
時

●
場
所　
役
場
西
側
車
庫

●
持
ち
物　
は
か
り
、
手
数
料

◆
集
合
検
査
と
は
別
に
、
大
型
は
か
り
等
を

対
象
と
し
た
所
在
場
所
検
査
も
あ
り
ま
す
。

※お問い合わせ先
住民税務課税務Ｇ ☎６６２‐２１１２

納期限 ５月３１日（金）
●固定資産税　　　　１期

◆税額や保険料の変更がある方へ、
５月15日に納付書を発送します。
お手元に届いた方は内容をご確認
ください。

７月から町内医院の
日曜当番医が月２回になります
【現在】毎週日曜日  午前９時～正午

【７月から】 第２・第４日曜日
　　　　　　    午前９時～正午

月 の 納 税今 等

※日曜・祝日・年末年始の急病時は、山形市
休日夜間診療所（山形市香澄町二丁目
9-39　☎635-9955）も利用できます。

町のＣＭを作ってみませんか？町のＣＭを作ってみませんか？町のＣＭを作ってみませんか？
　山形テレビ（ＹＴＳ）主催の「山形ふるさとＣＭ大賞」に出品するＣＭを作ってみませんか？
　町民の皆さんがますます中山町を好きになる、町外の方が中山町に来てみたくなるような作品、ア
イディアをお待ちしております！詳しくは担当までお問い合わせください。

●募集作品　町をＰＲする15秒のＣＭ
●申込条件　企画から編集まで関わることのできる方
●申込方法　氏名（団体の場合は代表者名）、ご連絡先を明
　　　　　　記し、シナリオや絵コンテなど、作品の起承転結
　　　　　　がイメージできるものをメールまたは持参して
　　　　　　ください。
●申込締切　５月31日（金）
＊応募が複数あった場合は選考を行います。
※お申込み・お問い合わせ先
総務企画課情報防災Ｇ
☎６６２-４８９９
Ｅメール　joho@town.nakayama.yamagata.jp

▲昨年の公開審査会の様子

公用車売り払いについて公用車売り払いについて公用車売り払いについて
●入札日時　５月24日（金）午後２時～
●入札会場　役場 202会議室（２階）
●売払物件
　車　名：トヨタ　カルディナ2.0Ｇ　4ＷＤ
　年　式：平成10年式 
　排気量：1,990cc
　燃　料：ガソリン
　変速方式：５速マニュアル
　車体の色：白
　走行距離：81,574km（４月22日現在）
　車検有効期限：平成25年５月13日
　その他：
　・定期点検整備記録簿（平成12年～24年）備付
　・付属品　スチールホイール付スタッドレスタイヤ（現在は平成17年製のノーマルタイヤ装着）　
　　※タイヤは平成23年製。希望する場合のみお付けします。
　車輌状態：
　・現在、走行に支障はないですが、走行中に異音がするため、自家用車として購入を希望する場合
　　は必ず状態を確かめてください。
　・前後バンパーにすり傷、リアハッチの取手一部破損、助手席の座面右側にコゲ穴があります。
　・現在車輌の左右に町章および「中山町」の文字がありますが、こちらで消去します。その際に跡
　　が残る場合がありますのでご了承ください。
＊落札後のクレームは受け付けません。展示期間中に必ずご自身で状態をご確認ください。
●最低売却価格　11,570円（リサイクル券含む）
●入札参加者の条件
　・売払物件の購入を希望する方（個人、法人）で役場まで車輌を受け取りに来ていただける方。
　　（車検切れのため公道走行不可）
　・当該入札に係る契約を締結する能力を有しない方及び破産者で復権を得ない方等は参加不可。
　※詳細は提出書類と一緒に配布する資料または町公式ホームページをご覧ください。
●入札参加者の受付　所定の用紙に記入・押印のうえ申請してください。
　受付期間…５月20日（月）～24日（金）
　受付時間…午前８時30分～午後５時15分（24日は午前中のみ）
　※用紙および資料は総務企画課庶務Ｇで配布するほか町公式ホームページでダウンロードできます。
●売払物件の展示（期間中は駐車場内で試乗可能）
　展示期間…５月20日（月）～24日（金）
　展示時間…午前９時～午後５時（24日は午前中のみ）
　展示場所…役場庁舎西側駐車場
●売払方法　入札（最高額入札者が複数の場合は、くじで落札者を決定します）
●入金方法
　売払物件の落札後、町が発行する納入通知書により指定金融機関に納入していただきます。
　また、所有者変更手続きは落札者に行っていただきます。
●売払物件の引渡し　所有者変更および売却代金の納入を確認後、お引渡しします。

　　　　　　　※お申込み・お問い合わせ先　総務企画課庶務Ｇ　☎ 662-2111
※本文中の「G」は「グループ」を省略したものです。
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【
配
食
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
】

　
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
等
に
、
昼
食
を
配
達

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
し
ま
す
。
詳
細

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
活
動
日　

毎
週
火
曜
日
ま
た
は
金
曜
日

（
午
前
11
時
頃
か
ら
）

●
申
込
締
切　
５
月
2４
日
（
金
）

◆
ガ
ソ
リ
ン
代
支
給
（
３７
円
／
㎞
）

【
環
境
美
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
】

　
き
れ
い
な
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
に
町
民

の
皆
様
が
参
加
し
や
す
い
環
境
を
整
備
す
る

た
め
、
環
境
美
化
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
登

録
し
て
く
だ
さ
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

　
個
人
、
団
体
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
始
め
た
い
と
思
っ
て
い
る
方

は
、
ぜ
ひ
登
録
し
て
く
だ
さ
い
。
登
録
い
た

だ
き
ま
す
と
、
活
動
に
必
要
な
物
品
等
の
貸

与
ま
た
は
支
給
を
行
い
ま
す
。

　
第
１
回
目
と
し
て
、
次
の
通
り
環
境
美
化

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実
施
し
、
道
路
の
ご

み
拾
い
を
行
い
ま
す
。

●
６
月
２
日
（
日
）
午
前
６
時
～

●
集
合
場
所　
ヤ
マ
ザ
ワ
中
山
店

●
活
動
場
所　
国
道
１
１
２
号
線

●
申
込
締
切　
５
月
2７
日
（
月
）

※
万
が
一
に
備
え
た
保
険
も
適
用
さ
れ
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

町
社
会
福
祉
協
議
会（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
☎
６
６
２

−

４
３
６
１

●

●

● 

募
集
・
案
内 

●
●
●

ム
ク
ド
リ
・
カ
ラ
ス
等
の

一
斉
駆
除
が
実
施
さ
れ
ま
す

※
お
問
い
合
わ
せ
先

山
形
市
役
所
農
政
課

　
　
☎
６
４
１

−

１
２
１
２（
内
線
４
３
５
）

山
形
農
業
協
同
組
合
農
業
振
興
課

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
６
２
４

−

８
５
６
２

　
ム
ク
ド
リ
・
カ
ラ
ス
等
に
よ
る
果
樹
の
被

害
防
止
の
た
め
、
猟
銃
に
よ
る
一
斉
駆
除
が

実
施
さ
れ
ま
す
。
期
間
中
、
駆
除
地
域
に
は

近
づ
か
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

●
期
間　
５
月
2５
日
～
６
月
22
日
の
土
曜
日

●
時
間　
午
前
５
時
～
７
時

●
駆
除
地
域（
予
定
）　
高
瀬
、山
寺
、大
郷
、

大
曽
根
地
区

に
こ
に
こ
相
談
を
実
施
し
ま
す

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

教
育
課
学
校
教
育
Ｇ

　
　
　
　
　
　
　
　
☎
６
６
２

−

５
４
８
４

県
教
育
セ
ン
タ
ー
（
発
達
相
談
受
付
専
用
）

　
　
　
　
　
　
　
　

☎
６
５
４

−

６
０
６
０

●
対
象　
障
が
い
の
あ
る
、
ま
た
は
そ
の
心

配
の
あ
る
子
ど
も
と
保
護
者

●
内
容　
障
が
い
や
発
達
、
家
庭
に
お
け
る

養
育
、
就
学
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、
総
合

的
な
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

●
相
談
費
用　
無
料

【
山
形
会
場
】
※
〔　
〕
内
は
申
込
締
切
。

●
会
場　
県
立
山
形
聾
学
校

　
　
　
　
　
　
　
（
☎
６
８
８

−

２
３
１
６
）

　
第
１
回
…
６
月
19
日
（
水
）〔
６
月
５
日
〕

　
第
２
回
…
７
月
３1
日
（
水
）〔
７
月
1０
日
〕

　
第
３
回
…
1０
月
2３
日
（
水
）〔
1０
月
９
日
〕

　
第
４
回
…
１
月
28
日
（
火
）〔
１
月
1４
日
〕

【
寒
河
江
会
場
】　
※〔　
〕
内
は
申
込
締
切
。

●
会
場　
村
山
総
合
支
庁
西
庁
舎
西
棟

　
　
　
　
（
☎
０
２
３
７

−

8６

−

８
１
６
６
）

　
第
１
回
…
６
月
12
日
（
水
）〔
５
月
29
日
〕

　
第
２
回
…
７
月
2３
日
（
火
）〔
７
月
２
日
〕

　
第
３
回
…
1０
月
2４
日
（
木
）〔
1０
月
1０
日
〕

　
第
４
回
…
１
月
22
日
（
水
）〔
１
月
８
日
〕

◆
第
２
回
目
（
就
学
に
つ
い
て
の
相
談
）
は

教
育
課
学
校
教
育
Ｇ
へ
、
そ
れ
以
外
は
県

教
育
セ
ン
タ
ー
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　●日時　５月25日（土）
　　　　　　午前10時30分～11時15分
　●場所　ながさき幼稚園
　●内容　お友だちになろう

※お問い合わせ先
 ながさき幼稚園　☎６６２-２３４５

ながさき幼稚園からながさき幼稚園から
　ながさき幼稚園では子育てひろばを開催
し、未就園児を対象に年間を通して楽しい遊
びをしています。お気軽にご参加ください。

ひまわりグラウンド・ゴルフ場
予約状況【5月15日～6月14日（4/30現在）】

●全６コースのうち、上記のコースが大会などで独占して
　使用されますので、一般の方の使用ができません。
●独占使用の申請受付は、使用日の１か月前で終了します。
 　※ご予約・お問い合わせ先
　 　総合体育館　☎６６２-２３００

５/21（火）

期　日 使用コース 時　間　帯

６/３（月）
６/１（土）

Ｅ・Ｆコース

Ａコース

８:00～17:00

８:30～17:00

Ａ・Ｂコース

８:30～16:00

「花笠まつり」で踊ってみませんか？

●期　日　８月５日～７日のいずれか（未定）
●集　合　午後３時頃（中央公民館）
●解　散　午後９時頃（中央公民館）
●対　象　小学生～高校生の方と、その保護者および
　　　　　一般希望者
●参加費　無料（ただしバス代は負担金あり）
●練　習　６～７月に5回程度
●その他　
・中央公民館～会場間はバスが出ます。
 （ご自宅～中央公民館は各自）
・小学生は実行委員会が準備するハッピで参加予定。
　ゆかたで参加希望の中高生、保護者はゆかたと草履
　が必要。
・花笠隊のサポートボランティアも募集中。
・踊りは正調花笠踊り。
・詳細が決定次第、申込者に通知。
●申込期限　6月15日（土）
※お問い合わせ先
　わくわくフェスティバル実行委員会
　　　　　　（中山町伝統文化合同発表会）
　工藤トシ子　☎６６２－２２０６

☆夕方や夜間にかけては夜光反射材を活用しましょう

交通事故防止のポイント

見えているつもりでも薄暗がりにご用心！
●買い物は明るいうちに済ませる
●車の速さ・車との距離の見きわめを慎重に
●車・自転車のライトは早めに点灯する

５/29（水） ８:30～12:00Ｃコース

５/19（日）
Ａ・Ｂ・Ｃコース

13:00～16:00

　わくわくフェスティバル実行委員会では、
８月に開催される「山形花笠まつり」に今年
も「わくわく花笠隊」として参加を予定して
おり、町民の方の参加者を募集しています。

Ａ・Ｂ・Ｃコース ８:30～17:00

６/４（火） Ａコース ８:30～16:00

Ｃコース

Ａ・Ｂコース
Ａ・Ｂ・Ｃコース ８:30～16:00

８:30～16:00

９:00～13:00６/９（日）
６/９（日）

６/11（火）
６/14（金）

わくわく花笠隊参加者募集わくわく花笠隊参加者募集わくわく花笠隊参加者募集

国民健康保険の加入 ・    脱退手続きをお忘れなく！
●国民健康保険に加入するとき
　退職等によって社会保険等の医療保険を脱退したときは、無保険状態とならないよう、町（住所地）
の国民健康保険に加入する必要があります（任意継続社会保険に加入した場合や、切れ目なくご家族
の社会保険の被扶養者になった場合を除く）。
　国民健康保険の加入届出は、社会保険等を脱退した日から14日以内にお願いします。
　＜届出に必要なもの＞・社会保険資格喪失連絡票（退職した事業所で発行）・世帯主の印かん　
　　　　　　　　　　　・厚生年金等証書（厚生年金等受給資格がある60～64歳の方のみ）
　◆国民健康保険の加入届出が遅れた場合であっても、社会保険等を脱退した日に遡っての加入とな
　　ります。過去分の国民健康保険税が一度に課せられることになりますので、期限内の届出を忘れ
　　ないよう、ご注意ください。
●国民健康保険から脱退するとき
　町の国民健康保険に加入していた方が、就労や被扶養者認定で社会保険等に加入した場合、国民健
康保険の脱退手続きが必要となります（お勤め先等がこの手続きを行うことはありません）。
　社会保険等の新しい保険証がお手元に届いたら、14日以内に国民健康保険の脱退手続きをお願いし
ます。
　＜届出に必要なもの＞・社会保険等の保険証　・国保の保険証　・世帯主の印かん
　◆国保脱退の届出を忘れると、支払う必要のない国民健康保険税が世帯主に課税され続け、医療保
　　険料の二重払い状態になります（手続き後に精算）。
　◆国保加入者が75歳になったことにより後期高齢者医療に加入した場合は、国保脱退の届出は必要
　　ありません。

※届出先・お問い合わせ先  住民税務課住民Ｇ（役場１階③番窓口）  ☎６６２-２１１３

夕方 夜
しっかり安全確認！
●歩行者・自転車の早期発見に努める
●交差点では右・左折車に注意する
●自転車は必ずライトをつける

　山形駅北側の城南跨線橋を含む区間で道路工事を実施し
ます。期間中は、終日、車線の減少等の交通規制を行いま
すので、混雑時には他の道路を迂回するなど、皆様のご理
解とご協力をお願いします。
●工事の内容　橋梁の補修
　　　　　　　無散水消雪設備の補修（車道・階段） 
●工事期間　　５月14日～11月末まで（予定）
●交通規制の内容　終日、車線減少（４車線→２車線）

※お問い合わせ先
 村山総合支庁道路課　☎６２１-８２１５

城南跨線橋（山形市）の補修工事について城南跨線橋（山形市）の補修工事について
【県からのお知らせ】
城南跨線橋（山形市）の補修工事について
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①
お
問
い
合
わ
せ
先　
②
と
き

③
と
こ
ろ　
④
内
容　
⑤
対
象
・
定
員

⑥
費
用　
⑦
申
込
方
法　
⑧
そ
の
他

そ
の
他
団
体
等
の

　
　
　
　
　お
知
ら
せ

　自宅を訪ねた業者が指輪やネックレス、和服等の商品を強引に安値で買い取って行く「押し買い」
という相談が急増しました。
　そこで、押し買いという「訪問購入」のトラブル防止のため、消費者の契約に関係する法律が一部
改正され、平成25年2月21日から施行されました。
Ｑ：どのように変わったの？
Ａ：「訪問購入」（訪問買取り）にもクーリング・オフ制度が導入されました。
　そのほかにも事業者に対しての訪問勧誘の規制も強化され、これまで以上に消費者の意思が尊重さ
　れるようになりました。

・訪問購入を依頼した場合には、法律で決まっている内容が記載された契約書（申込書）が発行
  された日を含めて８日間のクーリング・オフ（無条件解約）ができます。
・契約（申込み）が成立しても、クーリング・オフ期間（８日間）は消費者が望む場合には引き
  渡しを拒み物品を手元に保管することができます。
　①買い取ってもらうつもりが無い場合は、ハッキリ断りましょう。
②契約前に訪問業者の許可証等の提示を求め、相手の確認をしましょう。
③訪問買取りを依頼する場合には、一人で応対せず身近な人に同席を依頼しましょう。
④納得して売る場合でも、契約内容が書かれている書面は必ずもらいましょう。
⑤契約（申込み）をしても、迷っている場合はすぐに渡さずもう一度考える時間を設けましょう。
⑥特に、高齢の方は断れずに望まない契約をする場合があります。周囲の人で見守りましょう。

※お問い合わせ先
消費生活の窓口（住民税務課住民Ｇ）
☎６６２-２５９３

消費せいかつ通信

「押し買い」にご注意ください！

＊注意すべきポイント＊

自分の意思をはっきり伝え、
　　　　望まない契約は結ばないようにしましょう！
自分の意思をはっきり伝え、
　　　　望まない契約は結ばないようにしましょう！
自分の意思をはっきり伝え、
　　　　望まない契約は結ばないようにしましょう！

※保健事業に関するお問い合わせ先
　健康福祉課 健康づくりＧ　☎662－２８３６

事 業 名 日　時 場　所 対　象　者　等

母子手帳交付 保健福祉
センター

乳児健診

母子手帳を交付し健康相談を行います。
●持ち物　印かん

５/28（火）
９：00～10：00

保健カレンダー

５/28（火）
10:30～11：30

生活習慣病予防・健康診査に関する相談、予防接種
についての相談を行います。

保健福祉
センター
検診ホール

４月１日より定期接種に変わりました

５/27（月）
受付時間
７：40～９：30

1回目…平成23年１月～３月生まれの子どもと
　　　　前回欠席の子ども
２回目…平成24年11月15日に１回目を受診し、
　　　　２回目のフッ素塗布を希望する子ども
●持ち物　母子手帳、問診票（１回目の方）、歯ブラシ
　　　　　（２回目の方）

２歳児歯科検診

６/６（木）
９：30集合

平成24年10月～12月生まれの子ども
●持ち物　母子手帳・エプロン・おんぶひも
●内　容　離乳食の進め方についてお話と調理実習

保健福祉
センター
検診ホール

平成24年6月・25年2月生まれの子どもと前回未
受診の子ども
●持ち物　母子手帳･バスタオル・問診票･交換用おむつ
　　　　　（１１か月児は歯ブラシも）

保健福祉
センター
２階和室

総合検診

三軒屋、落合、文新田、小塩地区の方
※送迎バス時間
文新田生活改善センター 7：15、落合構造改善センター 7：20、三軒屋
公民館 7：25、小塩構造改善センター 7：40、小塩佐藤商店前 7：43

乳がん・
子宮頸がん・
骨粗しょう症検診

５/27（月）

新田町、上町、柳町、旭町、北小路、西小路地区で
次に該当する方
・子宮頸がん検診…２０歳以上の女性
・乳がん検診…４０歳以上の女性
・骨粗しょう症検診
　　　　…40・45・50・55・60・65・70歳の女性
●持ち物　問診票・検診料金・国保加入者は保険証
◆詳しくは平成２５年度町健康診断実施のご案内をご覧
　ください。　
※送迎バス時刻
東部地区多目的交流センター12：30、中山町役場12：35、
中央公民館12：40

　　５/29（水）　　
　　　11か月児　　　　

13：00集合
　３か月児　　　
13：10集合

・特定健診、後期高齢者健診、さわやか健診、がん検診、肝炎ウイルス検査を申し込まれた方
　（申し込まなかった方で希望する場合は、健康づくりＧにご連絡ください）　
●持ち物　問診票、検体採取容器、前年度または前々年度の特定健康診査結果、検診料金
　　　　　（４０歳以上の方は、医療保険証を必ずお持ちください。）
◆詳しくは平成２５年度町健康診断実施のご案内をご覧ください（申込んだ方に送付済）

山形県成人病
検査センター
（寒河江市）

定期健康相談
予防接種相談会

保健福祉
センター
２階会議室

６/７（金）
９：00集合
（当番・1班
は8：40集合）

もぐもぐごっくん
教室

食生活改善推進
協議会（１部）

　　５/30（木）　　
　　　受付時間　　　　　　　

1回目　　　　　
13：20～13：30
２回目　　　　　
13：40～13：50

協議会１部会員の方
●内　容　肥満予防（肥満を防ぐヘルシー料理）
●持ち物　エプロン・三角巾・米８０ｇ・筆記用具・
　　　　　活動記録（ピンク色の紙）
◆出欠の連絡を５月30日（木）まで健康福祉課健康
　づくりＧへご連絡ください。

高齢者肺炎球菌ワクチン予防接種費用助成について 75歳以上の方

ヒブワクチン・小児肺炎球菌ワクチン・子宮頸がん予防ワクチンが定期予防接種となりました。
対象年齢でまだ接種を受けておらず、申込方法がわからない方はご連絡ください。
●ヒブワクチン・小児肺炎球菌ワクチン：２か月～４歳まで
●子宮頸がん予防ワクチン：小学6年生～高校1年生相当の女子（当町では中学1年生に案内）

肺炎球菌による肺炎などの感染症予防のために有効な肺炎球菌ワクチン予防接種の費用を一部助
成します。接種前に町に申請が必要です。希望される方は、予防接種相談会（毎月第２・第４火曜日
の10：30～11：30）にお越しください。詳しくは４月１日号お知らせ版をご覧ください。
●持ち物　印鑑

☆
近
隣
市
町
の
イ
ベ
ン
ト
耳
よ
り
情
報

【
蔵
王
オ
ー
プ
ン
ガ
ー
デ
ン（
上
山
市
）】

　

①
ペ
ン
シ
ョ
ン
あ
っ
ぷ
る（
☎
６
７
９

−

２
３
２
９
）　

②
５
月
2５
日（
土
）～
６
月

２
日（
日
）　
③
蔵
王
ペ
ン
シ
ョ
ン
村　
④

ペ
ン
シ
ョ
ン
９
軒
の
庭
を
公
開
。

【
消
防
設
備
点
検
資
格
者
講
習
】

　
①
一
般
財
団
法
人
山
形
県
消
防
設
備
協
会

（
☎
６
２
９

−

８
４
７
７
）　
②
▼
第
１
種

…
７
月
1０
日（
水
）～
12
日（
金
）　
▼
第
２

種
…
７
月
1７
日（
水
）～
19
日（
金
）　
③
山

形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ　
⑦
５
月
2７
日（
月
）

～
６
月
７
日（
金
）ま
で
申
請
書
を
提
出　

⑧
申
請
書
は
、各
消
防
本
部
、県
消
防
設
備

協
会
に
用
意
し
て
あ
る
ほ
か
、日
本
消
防

設
備
安
全
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.fesc.or.jp

）か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
も
で
き
ま
す
。

【
介
護
学
習
セ
ン
タ
ー
介
護
講
座
】

　

①
県
介
護
学
習
セ
ン
タ
ー（
☎
６
２
７

−

７
４
３
１
、FAX
６
２
７

−

７
４
３
３
）　
②・

④
▼
６
月
１
日（
土
）午
前
1０
時
～
正
午
…

土
曜
講
座「
体
が
か
た
く
な
ら
な
い
た
め

の
知
識
と
予
防
」　

▼
６
月
５
日（
水
）午

後
１
時
～
３
時
…
介
護
実
技
講
座「
入
浴・

清
潔
を
介
助
」　

▼
６
月
12
日（
水
）午
前

９
時
３０
分
～
午
後
０
時
３０
分
…
料
理
講
座

「
高
齢
者
に
や
さ
し
い
献
立
」　
▼
６
月
19

日（
水
）午
後
１
時
～
３
時
…
介
護
実
技
講

座「
在
宅
介
護
～
看
護
の
基
礎
知
識
」　
▼

６
月
21
日（
金
）午
後
１
時
～
２
時
３０
分
…

福
祉
用
具
ま
な
び
会「
知
り
た
い
、聞
き
た

い
、住
宅
改
修
」　
▼
６
月
2６
日（
水
）午
後

１
時
～
３
時
…
介
護
予
防
講
座「
無
理
な

く
体
操
１
、２
、３
」　

③
山
形
県
介
護
学

習
セ
ン
タ
ー（
山
形
市
小
白
川
町
二
丁
目

３

−

３０
）　

⑤
介
護
に
関
心
の
あ
る
方
な

ら
ど
な
た
で
も
。定
員
は
い
ず
れ
も
３０
名

（
た
だ
し
、福
祉
用
具
ま
な
び
会・
高
齢
者

向
け
料
理
教
室
は
2０
名
）　
⑥
無
料（
料
理

講
座
は
材
料
費
と
し
て
５
０
０
円
）　

⑦

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ（
任
意
様
式
）で
、講

座
ご
と
に
申
込
ん
で
下
さ
い
。　
⑧
詳
細

は
山
形
県
介
護
学
習
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
な
ん
で
も
労
働
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
】

　

①
連
合
山
形
地
域
協
議
会（
☎
６
２
２

−

０
５
５
１
、６
２
２

−

０
５
３
６
）　
②
５

月
2３
日（
木
）、2４
日（
金
）午
前
1０
時
～
午

後
６
時　

④
解
雇
、賃
金
カ
ッ
ト
な
ど
労

働
に
関
わ
る
相
談　
⑥
無
料

【
働
く
女
性
の
な
ん
で
も
労
働
相
談
ダ
イ
ヤ
ル
】

　

①
連
合
山
形（
☎
０
１
２
０

−

１
５
４

−

０
５
２
） 

②
５
月
2７
日（
月
）、28
日（
火
）

午
前
1０
時
～
午
後
７
時 

④
パ
ワ
ハ
ラ・セ

ク
ハ
ラ
、解
雇
な
ど
労
働
に
関
す
る
相
談

⑥
無
料
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